
　
希
望
と
期
待
の
中
で
始
ま
っ
た

新
年
度
で
す
が
、
二
〇
〇
九
年
の

今
年
は
、
ど
ん
な
年
に
な
る
の
で

し
ょ
う
。
政
治
経
済
は
大
変
混
迷

し
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の
長
寿
社

会
に
あ
っ
て
一
番
大
切
な
こ
と
は
「
健
康
」
で

あ
り
ま
す
。
経
済
人
や
政
治
家
で
あ
れ
ば
な
お

さ
ら
で
す
が
、
ど
ん
な
人
も
健
康
で
な
い
と
十

分
に
社
会
的
責
任

を
果
た
す
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
▼
近

年
、
あ
る
日
元
気

だ
っ
た
人
が
突
然

死
亡
す
る
こ
と
を
聞
き
ま
す
が
、
こ
れ
は
自
分

の
体
の
管
理
が
不
十
分
な
た
め
だ
と
思
わ
れ
ま

す
。「
健
康
」
で
あ
る
こ
と
は
、
ま
ず
自
分
の

体
力
を
よ
く
知
る
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
人

間
の
体
は
運
動
不
足
に
陥
る
と
、
体
の
組
織
も

内
臓
も
機
能
が
落
ち
る
の
で
、
老
化
を
防
ぐ
に

は
運
動
が
第
一
で
す
。
そ
の
運
動
も
カ
ネ
や
時

間
が
か
か
ら
ず
日
常
生
活
の
中
で
手
軽
に
毎
日

続
け
ら
れ
る
こ
と
、
そ
れ
は
「
歩
く
」
こ
と
だ

と
思
い
ま
す
。
私
も
二
十
年
余
、
公
務
に
就
い

て
い
た
間
公
用
車
を
よ
く
使
い
、
歩
く
こ
と
を

忘
れ
て
い
ま
し
た
。
人
は
足
か
ら
老
化
が
始
ま

る
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
▼
健
康
管
理
は
「
歩

く
」
こ
と
か
ら
の
出
発
で
、
私
は
最
近
歩
行
者

用
プ
ー
ル
で
歩
く
こ
と
を
始
め
ま
し
た
。
ま
た
、

今
日
の
よ
う
に
ス
ピ
ー
ド
社
会
、
変
化
の
多
い

社
会
は
ま
さ
に
ス

ト
レ
ス
社
会
で
す
。

不
安
、
難
問
、
深

刻
な
悩
み
、
さ
ら

に
緊
張
感
の
連
続

に
よ
る
心
労
は
大
変
で
、
で
き
る
だ
け
ス
ト
レ

ス
を
回
避
し
、
気
分
転
換
を
し
な
が
ら
元
気
に

生
活
を
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
必
ず
年
一
回
の
定
期
健
康
診

断
を
受
け
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
長

寿
社
会
は
健
康
が
第
一
で
す
。
皆
さ
ん
も
元
気

に
歩
き
ま
せ
ん
か
。

（
広
島
県
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
　
山
下
三
郎
）

　地域活動支援センターは、環保協の公益事業
部門として、公衆衛生推進協議会（以下、公衛
協）を主としたコミュニティにおける環境づく
り、健康づくりの支援に取り組んでいる。環保
協のミッシ
ョンである
「総合的環
境保健のま
ちづくりを
実現するた
めのライフ
スタイルづ
くり・人財づくり」達成に向けて、平成 21年
度の地域活動支援センター事業について、新規
事業を中心に紹介する。
　地域活動支援事業として、全県共通事業重点
メニューの推進に加え、新たに「市町公衛協事
務局活性化事業」を実施する。公衛協活動を展
開するにあたり、必要不可欠な要件である事務
局機能。事業を通じて事務局の強化、活性化を
図ることで、自立的な活動が可能な公衛協づく
りを目指す。
　主な内容は、事務局員人件費など財源面での
支援、事務局員ならびに機能リーダーの力量形
成を目的とした会議・研修の開催など。平成
21年度は、企画づくり、企画運営のための力
量形成に力を入れる。平成 24年までの４カ年

度を支援期間とし、年度ごとに実施公衛協の申
請を受け付ける。
　そして、当会に設置される「脱温暖化センタ
ーひろしま」（正式名：広島県地球温暖化防止

活動センタ
ー）を地域
活動支援セ
ンターの脱
温暖化部門
として運営
することと
した。県内

18の地球温暖化対策地域協議会（平成21年３
月末現在）、216 人の地球温暖化防止活動推進
員（平成 20年度）の活動支援のほか、推進委
員の育成、メディアと連携した広報活動などを
通じて全県的な脱温暖化活動推進に対するリー
ダーシップを発揮していく。
　新規事業のほか、平成 20年度より実施して
いる「地域活動支援基金活用事業（環境啓発ポ
スター・標語コンクール、環境と健康のコミュ
ニティ助成事業）」や、各種研修の開催などを
通じ、公衛協の円滑な事業活動に繋げるうえで
最大限の支援を行う。なお、平成 21年度地域
活動支援センター事業の詳細については、４月
24日に開催する第１回公衛協事務担当者会議
での説明を経て、実施の運びとする。

　
平
成
二
十
一
年
度
が
間
近
に

迫
っ
た
平
成
二
十
一
年
三
月
五

日
・
六
日
に
評
議
員
会
・
理
事

会
が
開
催
さ
れ
た
。
主
な
議
案

は
、
平
成
二
十
年
度
予
算
の
補

正
と
平
成
二
十
一
年
度
の
事
業

計
画
・
収
支
予
算
で
あ
っ
た
。

こ
の
重
要
議
案
の
審
議
に
先
立

ち
、
今
般
は
、
新
年
度
に
向
け

「
行
動
憲
章
」
や
「
経
営
方
針
」

を
定
め
て
事
業
計
画
策
定
に
当

た
っ
た
こ
と
を
報
告
し
た
。

　
ま
ず
、「
行
動
憲
章
」
策
定

に
当
た
っ
て
は
、
昨
今
の
企
業

不
祥
事
の
多
発
な
ど
を
受
け
て

組
織
の
危
機
管
理
及
び
社
会
的

責
任
全
う
の
観
点
か
ら
、
組
織

と
し
て
の
立
場
を
明
文
化
す
る

も
の
と
し
て
四
項
目
、
職
員
の

立
場
と
し
て
二
項
目
を
定
め
た
。

策
定
で
重
視
し
た
こ
と
は
、
役

職
員
が
高
い
倫
理
観
に
基
づ
い

て
期
待
さ
れ
る
社
会
的
使
命
を

果
た
す
べ
く
意
識
的
に
行
動
し

て
い
こ
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　
次
に
、「
経
営
方
針
」
策
定

で
は
、
三
本
の
柱
で
方
針
を
定

め
た
。
一
つ
目
は
、
公
衆
衛
生

推
進
協
議
会
へ
の
支
援
の
視
点

で
あ
る
。
二
つ
目
と
し
て
、
協

会
事
務
局
組
織
の
対
内
外
向
け

取
り
組
み
の
視
点
で
あ
る
。
最

後
は
、
将
来
へ
の
対
応
の
視
点

で
あ
る
。

　
平
成
二
十
一
年
度

は
、
こ
れ
ら
の
方
針

に
基
づ
い
た
事
業
計

画
と
収
支
予
算
を
策

定
し
、
評
議
員
会
・

理
事
会
に
諮
っ
た
。

　
新
年
度
の
事
業
の

柱
は
、
経
営
方
針
と

連
動
し
て
お
り
、
公

衆
衛
生
推
進
協
議
会

へ
の
支
援
の
視
点
か

ら
、
新
規
事
業
の
目

玉
と
し
て
「
公
衛
協

事
務
局
活
性
化
事
業
」

を
策
定
し
た
。

　
協
会
事
務
局
組
織
の
対
内
外

向
け
取
り
組
み
の
視
点
で
は
、

対
外
的
に
「
経
営
の
透
明
性
」

と
対
内
的
に
「
経
営
基
盤
の
強

化
」
を
掲
げ
、
各
事
業
部
門
で

は
、
引
き
続
き
新
規
事
業
を
掲

げ
た
り
、
重
点
事
業
を
設
定
し

て
安
定
し
た
収
益
確
保
を
目
指

す
こ
と
と
し
た
。
加
え
て
、
将

来
へ
の
対
応
の
視
点
で
は
、「
新

法
人
移
行
の
準
備
」
と
「
施
設

整
備
計
画
」
の
策
定
を
掲
げ
、

主
要
な
議
題
の
全
部
が
承
認
さ

れ
た
。

　
そ
の
他
の
議
案
と
し
て
、
新

法
人
移
行
の
準
備
に
向
け
て
、「
新

法
人
移
行
準
備
委
員
会
」
の
設

置
に
係
る
要
綱
が
了
承
さ
れ
、

全
評
議
員
・
理
事
が
そ
の
委
員

会
の
メ
ン
バ
ー
と
な
っ
た
。
こ

れ
か
ら
約
一
年
を
か
け
て
、
新

法
人
へ
の
移
行
の
形
態
や
機
関

設
計
の
あ
り
方
を
議
論
す
る
が
、

そ
の
た
め
の
場
が
整
い
、
新
し

い
年
度
に
向
け
た
ス
タ
ー
ト
が

で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
。


